１．アクション・ペインティングとは
　抽象表現主義（純粋な芸術）とアクション・ペインティングの異なる点

　→　行為の指すポイント

· 抽象表現主義・・・イメージをとらえようとしてから描くまでの過程が行為、自己表現

· アクション・ペインティング・・・描くこと自体が行為、自己超越

２．

	アクション・ペインティングの発生

・既存の社会、芸術からの解放


批評家　　　　　　　　　　　　　アクション・ペインター

・過去から逃れられない　　　　　　　　　　　　　・神秘主義・私的神話の創造

モダン・アートの到来　　　　　　　日用品化

· アクション・ペインティング（芸術）は大衆啓蒙家の手段となる

· 観衆がいない

· 文化人への批判

· 批評家の既成の審美眼

新しい絵画は、新しい種類の批評、作家一人一人の行動を識別する批評を求めた

→批評家はそれまでの派やスタイルや形式という用語で判断した

· 芸術家の私的な神話の創造

既成の社会と芸術を切り捨てたことに解放感を感じたと同時に不安を抱き、自分の物語の中に救いの一瞬を求めた

· １９５０年代アメリカにおける主義・思想

「モダン・アート」のアメリカへの“到来”が同時期だった

大衆啓蒙家の、社会的リーダーシップをとるための手段として「モダン・アート」が使用され始める

· 環境　　観衆がいない

公衆はそれを「奇妙なものの時代」の現象として受け入れる

「モダン・アート」＝趣味の革命

３．議論点
当時、大衆啓蒙家と公衆の間にあった関係は、現代においても存在しているのではないだろうか。

４．考察
　現在において大衆啓蒙家が存在するとしても、当時ほど公衆に対して影響力を持っているようには考えにくい。なぜならば現代には当時と比べると様々な価値の判断基準が存在しているからである。当時の人々にとっては「新しさ」というものに価値の重きが置かれていたが、現代においては押し並べてそうとは言えない。また当時よりも公衆は様々な角度から情報を得ることができるようになったため、大衆啓蒙家の主張のみで価値を判断することは少なくなってきているように感じる。

　資本主義社会においてアートと商業主義が結びついていることを、私たちは冷めた視点から見ているからこそ、その本質を理解しようとしない。また、しようとしても本当に理解をすることはできないのではないだろうか。

５．用語解説
●（一般的に用いられる意味の）アクション・ペインティング

戦後のアメリカにおける抽象表現主義の展開にいち早く着目した批評家H・ローゼンバーグは、1952年にその動向を「アメリカのアクション・ペインター」たちと題する著名な論文で紹介し、彼が初めて用いたこの用語は、以後抽象表現主義に関与した一群の作家たちの制作姿勢を示すものとして受容されるようになった。キャンヴァスを「行為する場」とみなすこの表現は、J・ポロックのドリッピング絵画やM・ロスコの風景画などに窺われる、精神的な自己追究を突き詰めた様式とされ、同時期の社会主義リアリズムとは対立する一方で、J＝P・サルトルらの実存主義哲学の影響も指摘される。一部で即席の行為と批判されたこの傾向を、C・グリンバーグらのフォーマリスト批評家は「超＝美学的な公準」を見出すことでむしろ積極的に評価し、「カラーフィールド・ペインティング」の契機と位置付けた。
参考文献：
『新しいものの伝統』東野芳明・中屋健一訳／芸術論叢書 伊国屋書店
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